
令和7 年 2 月 1 日

9 時 0 分から 17 時 0 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
四季折々の年中行事に合わせた活動を行います。

家族支援

連絡帳などを活用し、本人の成長を共有し、適した支援方法をともに考
えていきます。 移行支援

就学に向けた会議に参加し、対象のお子さんについて事前
に情報共有を図り入学後のスムーズな支援へとつなげま
す。

地域支援・地域連携

関係機関と情報を共有し、連携しながら一貫性のある有効な支援を検討
します。 職員の質の

向上

内部での研修の実施、外部研修への参加のほか、外部講師
からの専門支援を受けることにより職員のスキルアップに
努めます。

支　援　内　容

本
人
支
援

基本的生活スキルの習得や生活リズムを整えるための支援方法をともに考えます。
遊びの中で、食事や姿勢保持などの基礎となる力を育てます。

日常生活に必要な動作の基本となる全身運動を行います。
遊びを通して色々な感覚を体験し、活用できるように支援します。
感覚特性を踏まえた環境調整等の支援を行います。

個々の理解できる範囲や理解の方法を把握し、日常生活で本人の困難が軽減されるよう支援します。

自分の気持ちを相手に伝える方法の習得を発達段階に応じて支援します。
特性に応じた読み書き能力の向上のための支援を行います。

社会生活を送る上で必要なスキルの習得を支援します。
個々の発達段階に応じて一対一の個別療育や、少人数グループでの活動を行い、社会性の発達を支援します。
人との関わりを通して、気持ちや情動の調整ができるように支援します。

法人（事業所）理念

・子ども達の最善の利益を大切にして一人一人の個性や意思を尊重する。
・個々の成長を促すため個性や特性にあったプログラムで発達援助を行う。
・保護者とともに、お子さんの発達について考え、喜び、学び合う姿勢を大切にする。
・楽しさ、面白さ、心をゆさぶられるような経験と感動体験が提供できるように努める。
・基本的な生活習慣を身につけ社会性を育み優しさと思いやりの心を養う。

支援方針

・基本的生活習慣や技能を身につける。
・遊びながら学べる療育支援を行う。
・個別・集団支援を実現する。
・感覚統合療法を踏まえた療育を行う。
・社会的なルールを学び将来の社会参加を目指す。人と関わることからコミュニケーションの力を育てる。
・子どものできた！を応援する。

営業時間
送迎実施の有

無
なし

別紙　２

事業所名 むかわ町子ども発達支援センター鵡川たんぽぽ 支援プログラム 作成日


